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図 新宿区の事例

研究背景

■背景
東京都を筆頭に全国でスマートシティ/デジタル
田園都市国家構想（以下，デジ田）に向けたま
ちづくりにおいてスマートポールの需要が高
まっている。

しかしながら，様々な機器を取付けたスマート
ポールの具体的な利活用に関してはどの自治体
も明確に打ち出せていない。また大都市に限ら
れている。

スマートシティ推進のためにも重要な都市の構
成要素の一つと考えられるスマートポールの役
割や活用方法，全国的な設置の促進に向けた知
見の獲得が求められている状況である。



3研究目的・方法

■方法
① 全国の事例調査・文献等からSPにより改善可能

な都市課題・必要な機能等を整理する。
② その結果踏まえ，対象地の需要・特性を踏まえ

たプロトタイプの検討を行う。
③ 次に，実際に設置したプロトタイプの機能の効

果と課題を整理する。

■目的
本研究では，標準的な機能を分析し，前橋市内を対
象地とし，対象地の特性を踏まえたSPのまちづくり
の置ける役割を検討する。

将来的には…

未だ確立されていないスマートポール（SP）のまち
づくりにおける役割，そして標準化を検討し，効果
検証を行うことを目的とする。

写真 新宿区の事例（サイネージ型）



２ SPを活用したまちづくりの事例調査（事例調査 東京都新宿区）



２ SPを活用したまちづくりの事例調査（事例調査 愛知県岡崎市）



２ SPを活用したまちづくりの事例調査（事例調査 神奈川県小田原市）



7２ SPを活用したまちづくりの事例調査

主要な機能 目的

ネット

環境

５Gアンテナ基地局

Wi-Fiアクセスポイント

通信環境向上

ネット環境を必要とする来街者の滞留

情報

発信

デジタルサイネージ

（スピーカー，マイクの搭載の有無）

広告やイベントなどの情報発信

人流
人流解析カメラ

人感センサー
交通量の把握，具体的な振る舞いの分析

気象・

環境

環境センサ（気温，湿度，暑さ・寒さ，風など）

紫外線センサ，ミスト発生機器

空間の環境評価（特に夏季・冬季）

暑さの緩和

安全・

防犯

防犯カメラ

街灯

犯罪抑止，事故発生時の分析

街灯のスマート化・省エネ化

電源
電源コンセント

太陽光パネル

非常時・イベント時の電源確保

エネルギーのスマート化

表１ SPに搭載されている主な機能



３ 対象地におけるSPの設置の検討

■デジタルサイネージ
快適/不快など視覚化情報
各空間の映像（イベント時など）

■サーバー（PC）
データ収集，加工
デジタルサイネージへ送信

■人流カメラ
交通量，ふるまい，
属性の分析

■環境センサ
気温，湿度，暑さ指数等か
ら各場所の居心地の分析

■標準的なSPの機能（今回は取り付けない）

■前橋市の特性を踏まえたSPの機能

５Gアンテナ基地局，Wi－Fiアクセスポイント，
電源コンセントなど

JR前橋駅

広瀬川河畔

中央広場

馬場川通り

凡例
●: SP設置場所
●: 実験場所

図 設置したSPの概要







②プロトタイプの設置・効果と課題の整理

写真 プロトタイプ設置の様子



４ SPに設置した機器の活用方法の検討

凡例
|: イベント実施
日

一前橋駅北口 一馬場川通り_02 一広瀬川通り_01 一広瀬川通り_02 一中央広場

10月最高暑さ指数（日
別）



４ SPに設置した機器の活用方法の検討



補足スライド カメラ動画の分析・活用方法の検討



４ SPに設置した機器の活用方法の検討

写真 実験時の様子，表示した情報



Q.4-1 人流カメラのライブ映像を確認できることで、その場所（イベント）

に行ってみたいと思うか。 約64％※（ 18/28 ）
※６段階評価，非常に思う・思う（上位２段階）の回答割合

Q.4-2 人流カメラのライブ映像を確認できることで、その場所（イベント）

の雰囲気や状況を把握することに役立つと思うか。 75％ （21/28）
Q.4-3 まちの居心地（気温や暑さ・寒さ指標、風や雨などの気象情報）に関

する情報を確認できることで、その場所（イベント）に行く/行かないの判断

に影響を与える効果があると思うか。 約79％（22/28）
Q.4-4 まちの居心地に関する情報を確認できることで、居心地の良い場所に

行ってみたいと思うか。 約89％（25/28）

Q.5 サイネージ（モニター）で情報発信するとよいと思われる情報。
イベント情報、混雑度、暑さ・寒さの順に多い

■アンケートの概要
実施日：2024年10月19日、20日
アンケート回答者：28人
主な質問項目
• 回答者の属性（年齢・性別など）
• 移動の起点と目的地
• SPの情報についての評価
• サイネージで発信されるとよい情報

図 アンケートのイメージ

４ SPに設置した機器の活用方法の検討
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今後の課題

まとめ

得られた成果の概要
• 事例調査等からSPに求められる主な機能を整理した

• コスト面，設置面での容易性の高い，既存環境融合型のSPを検討し，前橋駅前，広瀬川河畔，

中央広場，馬場川通りに設置した

• 得られる情報の活用実験をけやき並木通りにて実施し，評価アンケートから，SPによる情報

活用による来街の誘発，回遊の促進の可能性を確認した

• カメラ，環境センサの情報を分析し，空間環境が人流に及ぼす影響を分析する

• SPからの情報を活用した来街の誘発，回遊の促進方法（サイネージ等を用いた情報発信方

法）を検討する

• まちづくり活動の効果測定としてのSPの情報の効果を分析する

• 運用コストを考慮した標準化の検討（収益確保の可能性の検討含む）を検討する


	スライド 1: スマートポールの標準的機能の 分析とまちづくりへの活用の検討
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: 今後の課題

